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協同学習を用いた大学授業
―自律した学習者の育成を目指して―




























































事柄を学ぶことができるのである。Bergen (1990, cited in Dam 1995) は，
学習者の自律の定義に，社会的に責任ある人間として他の人と協力しあうこ
とができることを含めているし，Bergen以外にも学習者の自律の発展に社
会的な交流が要因としてあることを認める研究者は多い (e.g., Dam, 1995;
Seeman & Tavares, 2000; Schwienhorst, 1997)。
もうひとつは，意味交渉が言語習得を推し進めるという見地からの理由づ
けである。外国語の習得には理解可能なインプット (Krashen & Terrell,
1988)だけでは十分でなく，アウトプットも必要であるという考え(e.g.,
Swain, 1985, 1995) は，こんにち広く受け入れられている。インタラクショ
ンの場において，話し手と聞き手の間で意味交渉がおこなわれることが言語
































































バーの影響を受けて変化することが示された (e.g., Allport, 1924, cited in
Gillies & Ashman 2003; May & Doob, 1937; Mead, 1937; Shaw, 1932;
Watson, 1928)。この時期におこなわれたグループ・ダイナミックス学派の

































実証研究は多く発表され，Johnson and Johnson (1989, cited in Johnson,























































が長く保つことができるといえる (Johnson & Johnson, 2003; Johnson,


























える (杉江 1999) ことが示されている。（１）
次に，日本人学生はグループワークを取り入れた学習に対して，極めて前
向きな態度を持っているということである (Agawa, 2004; Littlewood,
2001)。また，知識とは教師が学生に伝えるものというよりは，学生が自分
達で発見するものであると考えていることを示す研究結果もある (Agawa,










る (e.g., Johnson & Johnson, 2003; Johnson, Johnson & Smith, 1991;










































Johnson and Smith (2006) は，メンバーの社会的技能が高く，チームワー
クがうまくいっているグループほど，学習（タスクワーク）の成果が上がっ
ているとし，協同学習における社会的技能の重要性を唱えている。教員が学
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（１）杉江はこの理由として，仲間への教授そのものではなく，仲間に教え
なければならないという心構えをもって学習することが効果をもたら
していると示唆している。
（２）この実践例には，協同学習を成功裏におこなうために必要な五つの要
素がすべて盛り込まれており，効果が期待できると言うことができる
が，実際の有効性については，今後測定・評価をおこなう必要がある。
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